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1.  研究の背景と目的 

 ニホンヤマビル（Haemadipsa japonica，以下ヤマビ

ル）は，環形動物門環帯綱ヒル亜綱に属する吸血性の

陸生ヒルである。主にニホンジカ（以下シカ）などの

哺乳類や両生類を宿主動物としている（森嶋 2021）。
近年の分布拡大により吸血被害が急増し，人間活動の

制限要素となっている（坂庭 2019）。集中力や体力が

必要な林業現場においてヤマビルの存在は安全で快適

な作業の妨げとなっており，岐阜県でも対策をとる必

要があると考えられる。有効なヤマビル対策を講じる

ためにはヤマビルの分布や生態について明らかにする

ことが重要であるが，本県をはじめ多くの自治体では

ヤマビルの詳細な分布調査がなされていない。さらに

その生態についても未解明な点が多く，対策が取られ

ていないことが多い（岩見・高橋 2009）。したがって

本研究では，まずアンケートによって岐阜県内でのヤ

マビル分布情報を収集することとした。次に，分布情

報と環境要因から最大エントロピー法で生息分布推定

を行って生息地の環境要因や分布確率を明らかにし，

ヤマビル対策の基礎資料を作成することを目的とした。 

 

2.  方法 

2–1. アンケートによる分布調査 

 岐阜県内におけるヤマビルの分布を明らかにするた

めに，森林組合や県農林事務所などの 51 団体にアンケ

ートを送付した。各団体の所在地周辺の地図を郵送し，

ヤマビルに遭遇した場所を記入してもらった。 

 

2–2. 最大エントロピー法を用いた生息分布推定 

 最大エントロピー法を用いた生息分布推定は，分布

情報と様々な環境要因から，その生物の生息に影響を

及ぼす環境要因と分布確率を推定するための解析手法

である。解析に用いる環境要因は，その生物の生態的

特徴を考慮して選定する。 
ヤマビルの生態については，採餌や繁殖行動に気温や

湿度が影響する（山中・山根 1994, 1997），石灰岩地か

否かがヤマビルの存在に関連する（樋口・子どもヤマ

ビル研究会 2021），ヤマビルの分布拡大はシカと関連

する（森嶋 2021）といった先行研究がある。これらの

研究と上記の分布調査に基づき 11 の環境要因が生息に

関係すると仮定して，解析し検討を行った。さらに統

計的な処理を行った上で，ヤマビルの生息に影響を及

ぼす環境要因と分布確率を推定した。 

3.  結果 

3–1. アンケートによる分布調査 

アンケートを依頼し

た 51 団体のうち，43
団体から回答があっ

た。県内の5つの地域

から満遍なく回答が

あり，全県の分布情

報を得ることができ

た。その結果を図–1
に示した。これより

わかった165ヶ所の確認地点は，濃尾平野を取り囲むよ

うに帯状に分布していた。飛騨地域の多くの場所や愛

知県境付近では存在が確認されなかった。 
 

3–2. 最大エントロピー法を用いた生息分布推定 

（1）生息に影響する環境要因 

解析・検討を行い，11 の環境要因から 6 つの環境要因

を選んだ。選定した6つの環境要因のうち「石灰岩の有

無」は統計的な処理に基づいて除いたため，ヤマビル

の生息に影響を及ぼすのは，1）ヤマビル活動期（4–11
月）の降水量，2）年平均気温，3）年最深積雪，4）傾
斜角度，5）シカ生息密度の 5 つの環境要因であると推

定された。 

（2）各環境要因の応答曲線と重要度 

各環境要因の応答曲線（図–2）を見ると，ヤマビル活

動期の降水量と年平均気温は値が大きくなるほど分布

確率が増加した。一方，年最深積雪は値が大きくなる

ほど分布確率が低下した。傾斜角度は大きい方が分布

確率は高く，シカ生息密度は 10–30 頭/km2前後で分布

確率が高かった。 

 
図-1．岐阜県のヤマビルの分布 

 
図-2．各環境要因の応答曲線 



重要度はそ

れぞれの環境

要因が生息に

どの程度影響

を及ぼすかを

表した指標で

ある。5 つの

環境要因のうち重要度が高かったのは，ヤマビル活動

期の降水量，年平均気温，年最深積雪であった（図–3）。 

（3）分布確率 

解析により推定された岐阜県における分布確率は図–4
の通りである。分布確率が高い場所に多くの生息場所

が重なっているが，高確率の場所でも生息が確認され

ていない場合もあった。 

 

 
図-4．岐阜県におけるヤマビルの分布確率 

分布確率を色の濃淡によって示し，アンケート調査で得られた分布を白丸で示す。 

 

4.  考察 

4–1. ヤマビルの生息に影響する環境要因について 

本研究の結果，石灰岩の有無はヤマビルの生息を左右

するものではないことがわかった。一方，樋口・子ど

もヤマビル研究会（2021）は石灰岩地にはヤマビルが

多く，花崗岩地には少ないことを報告している。この

ことから，石灰岩の有無は生息には関係しないが，繁

殖等に影響を及ぼすことで密度には関係している可能

性があると考えられる。 

解析した環境要因のうち，ヤマビル活動期の降水量，

年平均気温，年最深積雪の重要度が高かったことから，

ヤマビルの生息は，それら3つの気候要因によってほぼ

決定すると考えられる。 

シカとの関係については，先行研究においてシカの増

加に伴ってヤマビルの分布が拡大した可能性が指摘さ

れている（森嶋ら 2021）。一方，本研究ではシカ生息

密度の重要度は低いという結果となった。シカはヤマ

ビルの最も重要な宿主動物であるため（森嶋 2021），
ヤマビルの分布拡大にシカが関係していることは確か

であろう。しかし，本研究では気候要因の方がより重

要であることが示されたことから，シカにより運ばれ

たヤマビルが定着可能かどうかは本研究で明らかにな

った3つの気候要因により決まっていると考えられる。 

 

4–2. 現在の分布と今後の分布拡大の可能性について 

 分布推定により高い分布確率が予測されたにもかか

わらず，アンケート調査では存在が確認できていない

場所もあった。そのような場所においては，ヤマビル

は生息しているがまだ人との遭遇がないという場合と，

ヤマビルはいないがヤマビルの生息環境が整っている

ため将来ヤマビルが定着する恐れがあるという場合の

二つの可能性が考えられる。いずれにせよ，現在ヤマ

ビルの分布情報はないとしても分布確率が高い場所で

は，吸血対策やシカ対策などそれぞれに応じた対策が

必要であると考える。 

 

5.  まとめ 

 岐阜県内におけるヤマビルの分布は，主にヤマビル

活動期の降水量，年平均気温，年最深積雪の 3 つの気

候要因に大きく影響を受けることがわかった。分布確

率が高い地域では適切なヤマビル対策が必要であろう。

また，他自治体においても本研究の方法で生息分布推定

を行うことで，より効果的な対策を検討することが可能

であると考えられる。 
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図-2．各環境要因の重要度 

 
図-3．各環境要因の重要度（%） 


